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1. 智辯学園和歌山小学校、2. すさみ町立周参見小学校、3. 田辺市立新庄中学校、4. 和歌山大学教育学部附属小学校、5. 和

歌山市立こども科学館、6. 和歌山県生物同好会

1. Chiben Gakuen Wakayama elementary school, 2. Susami Elementary School in Susami town, 3. Shinjo Junior high

School in Tanabe city, 4. Wakayama University Elementary school, 5. Wakayama city science museun for children, 6.

Wakayama Biological Club 

 
　南紀熊野ジオパークの学習用ハンドブックを作った教師として、学習用ハンドブックを作るときの課題と解

決法について発表する。 

 

　理科学習で大切にしたいことの一つに「物事に疑問を感じる姿勢」がある。対象について、どうしてだろう

と考える力が生徒達に必要です。 

 

 

 

　私は、生徒が学習する内容と現実の事象・現象が関係しないと感じている。 

 

　特に地学について、生徒達は、名称を知っているが実際には見たことがない。 

 

　学習用ハンドブックは、学校で学習する内容と実際に見る南紀熊野の大地を関係するものにしたいと作成し

た。 

 

　学習用ハンドブックを作る上で様々な課題があり、私たちは、新たに勉強をする必要があった。 

 

　学習用ハンドブックの原文は、大学の先生達が書いたもので、中学生には理解しがたい。 

 

　また、編集委員のメンバーは、理科の教師で構成されているが、彼らは、化学、生物、物理と様々な分野を

専門としている。さらに地学の専門であっても、40年前の知識であり、現在のプレートテクトニクス理論を十

分に理解できていない。さらに文化や災害などのジオパーク特有のテーマを扱う必要がある。 

 

 

 

　私たちは、2018年3月に学習用ハンドブックの初版本を和歌山県内の中学校１年生、約９千人に配布し

た。さらに生徒達の学習の効果を高めるため、その内容の見直しを行い2019年3月に第2版を同じく配布し

た。現在は第3版に向け、編集をしている。
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